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令和の生徒指導の
特徴は何か？

「知識基盤型」生徒指導
地域社会総がかりの生徒指導

１



学習指導 法的拘束力
有り学習指導要領
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生徒指導 法的拘束力
無し生徒指導提要



出典 文部科学省 20２２年 『生徒指導提要』 P.69



『生徒指導提要』の
どこが大切なのか？

定義・目的・構造
プロアクティブ

発達支持的生徒指導

２



出典 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1404008_00001.htm

２０２２年



小学校段階から高等学校段階までの生徒指導
の理論・考え方や実際の指導方法等について、
時代の変化に即して網羅的にまとめ、生徒指
導の実践に際し教員間や学校間で教職員の共
通理解を図り、組織的・体系的な生徒指導の
取組を進めることができるよう、生徒指導に
関する学校・教職員向けの基本書として、こ
の「生徒指導提要」を取りまとめました。

ミニマムエッシャルズ＝必要最小限の共通知識

出典 文部科学省 2010年 『生徒指導提要』まえがき



文部科学省児童生徒課作成

第Ⅰ部 理論編［定義・目的・構造］

第Ⅱ部 実践編［個別課題・13章］



【目的】生徒指導は、児童生徒一人一人の個性
の発見とよさや可能性の伸長と社会的資質・能
力の発達を支えると同時に、自己の幸福追求と
社会に受け入れられる自己実現を支えることを
目的とする。 ↳ 『提要』P.13

【定義】生徒指導とは、児童生徒が、社会の中で自分
らしく生きることができる存在へと、自発的・主体的
に成長や発達する過程を支える教育活動のことである。
なお、生徒指導上の課題に対応するために、必要に応
じて指導や援助を行う。 ↳ 『提要』P.12

生徒指導＝児童生徒の主体的な成長
・発達を支える教育活動
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出典 https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-kihon/

生命・生存及び発達
に関する権利

子どもの意見の尊重

子どもの最善の利益

差別の禁止２０２２年６月

児童の権利に関する条約
１９９４年批准



出典 教職員向けデジタルリーフレット 「生徒指導提要（令和４年12月）」のポイント 東京都教育庁指導部
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/leaflet_seitoshidouteiyou.html



１ 発達支持的生徒指導
「全て」の児童生徒

４層
対象

２ 課題未然防止教育
「全て」の児童生徒

４ 困難課題対応的生徒指導
「特定」の児童生徒

３ 課題早期発見対応
「一部」の児童生徒

プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ



学級・ホームルーム活動は、発達支持的生徒指導
を行う中核的な場であること ↳『提要』P.62

一人一人の児童生徒が学級・ホームルーム、
学校における生活や学習などの自己の生活
上の課題に気付き、学級での話合いを生か
して、自分の課題に合った解決方法や実践
方法などを意思決定して実践する活動であ
り、児童生徒の自己指導能力の育成を目指
す教育活動に他なりません。↳『提要』P.63

第２章 生徒指導と教育課程
2.5 特別活動における生徒指導





Ⅳ．今後５年間の教育政策の目標と基本施策

目標２ 豊かな心の育成

発達支持的生徒指導の推進

新たに改訂した生徒指導提要を踏まえ、生徒指導の実
践に当たっては、課題予防、早期対応といった課題対
応の側面のみならず、全ての児童生徒を対象に児童生
徒が自発的・自主的に自らを発達させていくことを尊
重し、学校・教職員がいかにそれを支えるかという発
達支持的生徒指導の側面に重点を置いた働きかけを進
める。 ↳ P.41

いじめ等への対応、人権教育の推進



リアクティブ プロアクティブ

発達支持的
生徒指導

困難課題
対応的生徒指導
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キャリア教育

特別支援教育

課題予防的生徒指導



発達支持的生徒指導
の核心とは何か？

感動体験のある授業・体験活動
ガイダンスプログラム
【授業型生徒指導】

３



発達支持的生徒指導の核心
感動・発見・挑戦・創造
授業・体験活動の開発

授業型生徒指導
ガイダンスプログラム

SEL〔社会性と情動の学習〕
©Mitsutoshi YATSUNAMI



出典 https://tea.texas.gov/sites/default/files/Pub_2018_Texas-Model_5th-Edition.pdf

Guidance Curriculum
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「１時間・１感動・１理解」
のための努力と工夫



４ 安全・安心な風土の醸成

生
徒
指
導
の
実
践
上
の
視
点

３ 自己決定の場の提供

１ 自己存在感の感受

２ 共感的人間関係の育成

提要：PP.1４-15



基盤１ イニシャル・アセスメント＝個と集団の理解

生物
B

心理
P

社会
S

イ
ニ
シ
ャ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ストレングス
（自助資源）

ウィークネス
（諸課題）

リ ス ク
（緊急対応）

サポーター
（援助資源）

発達支持的生徒指導
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課題予防的生徒指導
〔課題未然防止教育〕

PROACTIVE

発達支持的生徒指導

課題予防的生徒指導
〔課題未然防止教育〕

PROACTIVE

発達支持的生徒指導

課題予防的生徒指導
〔課題未然防止教育〕

REACTIVE

困難課題対応的生徒指導

課題予防的生徒指導
〔課題早期発見対応〕



出典 https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/plankoho/yokohama-program.html



↳出典 『子どもの社会的スキル横浜プログラム 理論編』↳ P.6



出典 https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/plankoho/
yokohama-program.files/jyugyoukoso.shidou.pdf

参考 岡田守弘監修・日本学校心理士会神奈川支部編（2025）『教育支援の実践知』へるす出版



出典 日本スクールカウンセリング推進協議会
文部科学省助成事業「心理に強い」教員の資質・向上プログラム
研修テキスト 八並光俊（2025）第６章｢いじめの未然防止と対応｣、P.10
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集
団
化

支持的人間関係

規律と他者受容

自己存在感
自己有用感

自己挑戦

ガイダンスプログラム

感動・発見・挑戦・創造体験
のある授業・体験活動

いじめ等課題未然防止教育

生活
集団

学習
集団
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基盤２ 支持的・信頼的・規範的学級・HR＝準拠集団化



い
じ
め
加
害
行
為

心理的いじめ

物理的いじめ

経済的いじめ

情報的いじめ

学校とのつながり
School Connectedness

愛着・帰属意識

強い防止効果

出典 日本スクールカウンセリング推進協議会
文部科学省助成事業「心理に強い」教員の資質・向上プログラム
研修テキスト 八並光俊（2025）第６章｢いじめの未然防止と対応｣，P.18

注記 国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター（2024）『「生徒指導上の諸課題に対
する実効的な学校の指導体制の構築に関する総合的調査研究（令和2・3年度調査）」最終報告書』
（P.50）の分析結果より作成をした。
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学校とのつながりの形成

学校が好き
Emotional Attachment

学校が第二の居場所
Social Bond
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児童生徒に望む
生きる力は何か？

自己指導能力の獲得
善悪判断力と善行力の育成

４



学習指導要領

特別の教科 道徳

学級経営の充実

キャリア教育の充実

第１章 総則
児童・生徒の
発達の支援

ガイダンス ＆
カウンセリング

組織的・計画的
進路指導

特別活動

特別な配慮を必要とする児童生徒への指導
障害のある児童生徒・不登校児童生徒への指導
海外から帰国した児童などの学校生活への適応

日本語の習得に困難のある児童に対する日本語指導等

©Mitsutoshi YATSUNAMI

生徒指導の充実 学習指導
との関連づけ

第３ 指導計画の作成と
内容の取扱い

(3)いじめの未然防止等を含
めた生徒指導との関連を図る

総則・第６ 道徳教育に関
する配慮事項

３ いじめの防止や安全の
確保等にも資すること



出典 星野真澄「非認知的能力とは」朝日新聞社の教員向けサイト 先生コネクト
https://www.asahi.com/sensei-connect/articles/15113230



出典 星野真澄「非認知的能力とは」朝日新聞社の教員向けサイト 先生コネクト
https://www.asahi.com/sensei-connect/articles/15113230

忍耐力・意欲

自己効力感

協調性・共感

思いやり

自尊心・自信

非認知的
能力学力



現行学習指導要領 育成すべき３つの資質・能力

Visible

1

思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

生徒指導
自己指導能力

認知的能力
cognitive skills

Invisible

非認知的能力
non-cognitive skills

知識・技能

2 3
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道徳科・特別活動・総合的な学習／探求の時間
による教育効果（教科外学習・体験活動）



児童生徒が、深い自己理解に基づき、「何をした
いのか」、「何をするべき か」、主体的に問題
や課題を発見し、 自己の目標を選択・設定して、
この 目標の達成のため、自発的、自律的、かつ、
他者の主体性を尊重しながら、 自らの行動を決
断し、実行する力。 ↳『提要』P.12 

善悪判断力＋善行力
©Mitsutoshi YATSUNAMI

自己指導能力



学級・HR活動の
際立つ特徴は何か？

「民主的・相互扶助的
自治能力」の獲得

教師・児童生徒・学級／HR
の三位一体での成長

５



相互作用的・螺旋的・現実的・具体的・
発達的な成長（Growth）モデルが前提

特別活動は、教師の自由裁量が大きく、子ど
もたちの主体的な活動を行える最も余白のあ
る統合的（知・心・技・体）教育活動です。
とりわけ、学級・HR活動は、現実的で、主
として話し合いを通じて、「自己指導能力」
と「民主的・相互扶助的自治能力」を多様な
相互作用を通して発達的に獲得します。

自己指導能力と民主的・相互扶助的自治能力

©Mitsutoshi YATSUNAMI





論
総
論
総

論
総

「『
同
調
圧
力
』『
正
解
主
義
』へ
の
偏
り
か
ら
の
脱
却
」を
掘
り
下
げ
る

　
― 

「
顕
在
化
す
る
課
題
」を
道
徳
と
特
別
活
動
で
捉
え
る 

―

特
集
１
「『
同
調
圧
力
』『
正
解
主
義
』へ
の
偏
り
か
ら
の
脱
却
」を
掘
り
下
げ
る
　― 「
顕
在
化
す
る
課
題
」を
道
徳
と
特
別
活
動
で
捉
え
る 

―

私
の
生
徒
指
導
研
究
者
と

し
て
の
立
ち
位
置

　
今
回
の
テ
ー
マ
に
入
る
前
に
、
私
の
立
ち
位

置
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
ま
す
。
私
の

専
門
は
、
生
徒
指
導
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
で
す
。
四
十
年
超
、
生
徒
指
導
に
関
す
る

理
論
・
実
践
研
究
を
継
続
し
、そ
の
間
、い
じ
め
・

不
登
校
・
暴
力
行
為
・
少
年
非
行
等
の
文
部
科

学
省
や
地
方
教
育
行
政
の
有
識
者
と
し
て
多
数

関
与
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
い
じ
め
重
大
事

態
調
査
の
第
三
者
委
員
会
の
委
員
と
し
て
複
数

の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
令
和
四
年
に
文
部
科
学

省
よ
り
刊
行
さ
れ
た『
生
徒
指
導
提
要
』（
改
訂

版
）の
編
集
責
任
者
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
テ
キ

ス
ト
の
作
成
者
で
す
。

　
　
　
　
　

　
学
会
活
動
と
し
て
は
、
学
術
団
体
日
本
生
徒

指
導
学
会
の
会
長
や
一
般
社
団
法
人
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
推
進
協
議
会
副
理
事
長
等
を

務
め
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
関
係
で
は
、
中

央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
分
科
会（
第
九
期
よ

り
現
任
）お
よ
び
国
い
じ
め
防
止
対
策
協
議
会

の
委
員
、
ま
た
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
い
じ
め
調

査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
経
歴
的
に
は
道
徳
や
特
別

活
動
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
年
の

生
徒
指
導
研
究
や
文
部
科
学
行
政
の
視
点
か
ら

個
人
的
な
見
解
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
本
稿
と
合
わ
せ
て
、
本
誌
で
令
和
六
年

に「
子
供
た
ち
の
心
と
体
を
守
る

　
生
徒
指
導

基
礎
講
座
」と
題
す
る
連
載
論
文
が
あ
る
の
で
、

そ
ち
ら
も
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
型

教
育
政
策
か
ら
の
理
解

　
ま
ず
、｢

正
解
主
義｣

と｢

同
調
圧
力｣

を
、
単

語
と
し
て
吟
味
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
り
、

誤
解
を
招
き
ま
す
。
こ
の
単
語
の
出
現
し
た
文

脈
で
捉
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

両
者
は
、
近
未
来
の
あ
る
時
点
で
の
理
想
的
な

教
育
目
標
を
設
定
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

提
言（
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
型
教
育
政
策
）

に
お
い
て
、
過
去
の
日
本
教
育
を
特
徴
づ
け
る

意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
点
を
如
実
に
表
し
て
い
る
の
が
、
図
１

で
す
。
内
閣
府
の
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
会
議
が
、
令
和
四
年
に
公
表
し
た

『Society 5.0

の
実
現
に
向
け
た
教
育
・
人
材

育
成
に
関
す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』の
一
部
で

す
。
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、「『
一
人
ひ
と
り
の
多

様
な
幸
せ（w

ell-being

）』を
実
現
す
る｣

た
め

に
、
次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
な
ど
を
見
据
え

て
、｢

今
後
５
年
程
度
と
い
う
時
間
軸
の
な
か
で

子
供
た
ち
の
学
習
環
境
を
ど
の
よ
う
に
整
え
て

い
く
の
か
、
各
府
省
を
超
え
て
政
府
全
体
と
し

て
ど
の
よ
う
に
政
策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
、

そ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
目
指｣

（
四
頁
）

し
て
い
ま
す
。

　
図
の
右
側
に
あ
る
よ
う
に
、
超
ス
マ
ー
ト
社

会
と
呼
ば
れ
るSociety 5.0

に
お
け
る
教
育
・

人
材
育
成
と
の
対
比
に
お
い
て
、
左
側
の
こ
れ

ま
で
の
工
業
化
社
会
や
情
報
化

社
会
で
の
同
質
性
・
均
質
性
・

一
律
一
様
な
教
育
・
人
材
育
成

の
弊
害
と
し
て
同
調
圧
力
や
正

解
主
義（
図
中
央
）が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
問
題
意
識
は
、

令
和
三
年
の
中
央
教
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会

「『
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和
の
日
本
型
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教
育
』の
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築
を
目
指
し
て
〜
全
て
の
子

供
た
ち
の
可
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性
を
引
き
出
す
、

個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的

な
学
び
の
実
現
〜（
答
申
）｣

に
も

見
ら
れ
ま
す
。

　
同
答
申
で
は
、「
従
来
の
社
会

構
造
の
中
で
行
わ
れ
て
き
た『
正

解
主
義
』や『
同
調
圧
力
』へ
の
偏

り
か
ら
脱
却
し
、
本
来
の
日
本
型
学
校
教
育
の

持
つ
、
授
業
に
お
い
て
子
供
た
ち
の
思
考
を
深

め
る『
発
問
』を
重
視
し
て
き
た
こ
と
や
、
子
供

道
徳
・
特
別
活
動
の
不
易
の
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、
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超
、
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の
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が
あ
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。
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提
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で
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、
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団
法
人
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
推
進
協
議
会
副
理
事
長
等
を

務
め
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
関
係
で
は
、
中

央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
分
科
会（
第
九
期
よ

り
現
任
）お
よ
び
国
い
じ
め
防
止
対
策
協
議
会

の
委
員
、
ま
た
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
い
じ
め
調

査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
経
歴
的
に
は
道
徳
や
特
別

活
動
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
年
の

生
徒
指
導
研
究
や
文
部
科
学
行
政
の
視
点
か
ら

個
人
的
な
見
解
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
本
稿
と
合
わ
せ
て
、
本
誌
で
令
和
六
年

に「
子
供
た
ち
の
心
と
体
を
守
る

　
生
徒
指
導

基
礎
講
座
」と
題
す
る
連
載
論
文
が
あ
る
の
で
、

そ
ち
ら
も
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
型

教
育
政
策
か
ら
の
理
解

　
ま
ず
、｢

正
解
主
義｣

と｢

同
調
圧
力｣

を
、
単

語
と
し
て
吟
味
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
り
、

誤
解
を
招
き
ま
す
。
こ
の
単
語
の
出
現
し
た
文

脈
で
捉
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

両
者
は
、
近
未
来
の
あ
る
時
点
で
の
理
想
的
な

教
育
目
標
を
設
定
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

提
言（
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
型
教
育
政
策
）

に
お
い
て
、
過
去
の
日
本
教
育
を
特
徴
づ
け
る

意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
点
を
如
実
に
表
し
て
い
る
の
が
、
図
１

で
す
。
内
閣
府
の
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
会
議
が
、
令
和
四
年
に
公
表
し
た

『Society 5.0

の
実
現
に
向
け
た
教
育
・
人
材

育
成
に
関
す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』の
一
部
で

す
。
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、「『
一
人
ひ
と
り
の
多

様
な
幸
せ（w

ell-being

）』を
実
現
す
る｣

た
め

に
、
次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
な
ど
を
見
据
え

て
、｢

今
後
５
年
程
度
と
い
う
時
間
軸
の
な
か
で

子
供
た
ち
の
学
習
環
境
を
ど
の
よ
う
に
整
え
て

い
く
の
か
、
各
府
省
を
超
え
て
政
府
全
体
と
し

て
ど
の
よ
う
に
政
策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
、

そ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
目
指｣

（
四
頁
）

し
て
い
ま
す
。

　
図
の
右
側
に
あ
る
よ
う
に
、
超
ス
マ
ー
ト
社

会
と
呼
ば
れ
るSociety 5.0

に
お
け
る
教
育
・

人
材
育
成
と
の
対
比
に
お
い
て
、
左
側
の
こ
れ

ま
で
の
工
業
化
社
会
や
情
報
化

社
会
で
の
同
質
性
・
均
質
性
・

一
律
一
様
な
教
育
・
人
材
育
成

の
弊
害
と
し
て
同
調
圧
力
や
正

解
主
義（
図
中
央
）が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
問
題
意
識
は
、

令
和
三
年
の
中
央
教
育
審
議
会

「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』の

構
築
を
目
指
し
て
〜
全
て
の
子

供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、

個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的

な
学
び
の
実
現
〜（
答
申
）｣

に
も

見
ら
れ
ま
す
。

　
同
答
申
で
は
、「
従
来
の
社
会

構
造
の
中
で
行
わ
れ
て
き
た『
正

解
主
義
』や『
同
調
圧
力
』へ
の
偏

り
か
ら
脱
却
し
、
本
来
の
日
本
型
学
校
教
育
の

持
つ
、
授
業
に
お
い
て
子
供
た
ち
の
思
考
を
深

め
る『
発
問
』を
重
視
し
て
き
た
こ
と
や
、
子
供

道
徳
・
特
別
活
動
の
不
易
の

　
　
　
　
教
育
効
果
と
生
徒
指
導

図１　総合科学技術・イノベーション会議（2022）『Society 5.0の実現に向けた
　　  教育・人材育成に関する政策パッケージ』（20頁から一部抜粋）

東京理科大学

教授 八並 光俊
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論
総
論
総

「『
同
調
圧
力
』『
正
解
主
義
』へ
の
偏
り
か
ら
の
脱
却
」を
掘
り
下
げ
る

　
― 

「
顕
在
化
す
る
課
題
」を
道
徳
と
特
別
活
動
で
捉
え
る 

―

一
人
一
人
の
多
様
性
と
向
き
合
い
な
が
ら
一
つ

の
チ
ー
ム（
目
標
を
共
有
し
活
動
を
共
に
行
う

集
団
）と
し
て
の
学
び
に
高
め
て
い
く
、
と
い

う
強
み
を
最
大
限
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。」（
十
六
頁
）と
、
今
回
の
諮
問
と
同

様
の
指
摘
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
両
者
は
、

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
生
徒
指
導
上
の
諸

課
題
の
背
景
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。道

徳
・
特
別
活
動
の
不
易
の

教
育
効
果
と
生
徒
指
導

　
歴
史
的
な
反
省
に
基
づ
き
、
令
和
五
年
に
閣

議
決
定
さ
れ
た『
教
育
振
興
基
本
計
画
』で
は
、

「
将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
に
お
い
て
、
未

来
に
向
け
て
自
ら
が
社
会
の
創
り
手
と
な
り
、

課
題
解
決
な
ど
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
社
会

を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
」が
求
め
ら
れ
、

Society 5.0 

で
は
、「
主
体
性
」、「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」、「
創
造
力
」、「
課
題
設
定
・
解
決
能
力
」、

「
論
理
的
思
考
力
」、「
表
現
力
」、「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
」な
ど
の
資
質
・
能
力（
八
頁
）の
獲
得
を
強

調
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
正
解（
知
識
）の

暗
記
や
画
一
的
な
教
育
に
よ
る
弊
害
を
排
し
、

同
質
で
は
な
く
異
質
な
も
の
と
の
融
合
こ
そ

が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
と
の
発
想

の
下
、
多
様
な
才
能
・
能
力
を
生
か
す
教
育
を

行
っ
て
い
く
こ
と
」（
十
三
〜
十
四
頁
）が
、
今

後
重
要
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
子
供
た
ち
の
多
様
性
・
創
造
性
を
大

切
に
し
、「
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に
参
画
す

る
態
度
の
育
成
と
価
値
創
造
の
志
向
」（
十
一

頁
）を
重
ん
ず
る
教
育
を
ど
こ
が
担
う
の
で

し
ょ
う
か
。私
は
、こ
れ
に
応
え
る
の
が
、道
徳
・

特
別
活
動
を
含
む
教
科
外
の
学
習
で
あ
り
、
生

徒
指
導
だ
と
思
い
ま
す
。

　
次
項
の
図
２
は
、
現
行
学
習
指
導
要
領
で
の

育
成
す
べ
き
三
つ
の
資
質
・
能
力
と
、
道
徳
・

特
別
活
動
を
含
む
教
科
外
学
習
及
び
生
徒
指
導

の
関
係
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。
前
述
の

Society 5.0

時
代
に
求
め
ら
れ
る
諸
能
力
の
大

半
は
、
目
に
は
見
え
な
い（invisible

）学
び
に

向
か
う
力
・
人
間
性
等
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
非
認
知
的
能
力
と

呼
ば
れ
る
能
力
で
す
。
特
別
活
動
は
、「
人
間

関
係
形
成
」「
社
会
参
画
」 「
自
己
実
現
」に
寄
与

し
、
道
徳
は
、
共
生
社
会
の
基
盤
と
な
る
道
徳

性
に
寄
与
し
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
道
徳
と

特
別
活
動
は
、『
生
徒
指
導
提
要
』（
令
和
四
年
）

で
示
し
た
発
達
支
持
的
生
徒
指
導
の
実
践
上
の

要
だ
と
言
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
次
期
学
習

指
導
要
領
に
お
い
て
も
、
道
徳
・
特
別
活
動
は

学
校
教
育
に
お
け
る
不
易
の
教
育
効
果
を
も
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

｠｠

【
引
用
文
献
】

⑴

　
中
央
教
育
審
議
会（
二
〇
二
一
）「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』」の
構
築
を
目
指
し
て
〜
全
て

の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
〜（
答
申
）

⑵

　
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議（
二
〇
二
二
）｢Society 5.0

の
実
現
に
向
け
た
教
育
・

人
材
育
成
に
関
す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ｣

⑶

　
文
部
科
学
省（
二
〇
二
二
）『
生
徒
指
導
提
要
』（
改
訂
版
）

⑷

　
閣
議
決
定（
二
〇
二
三
）『
教
育
振
興
基
本
計
画
』

【
参
考
文
献
】

⑴

　
八
並
光
俊（
二
〇
二
三
）

　
「『
生
徒
指
導
提
要
』に
基
づ
く
学
校
心
理
士
の
実
践
的
役
割
に
関
す
る
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
」

　
『
日
本
学
校
心
理
士
会
年
報
』 

第
16
号
、
37
〜
49
頁

⑵

　
八
並
光
俊
・
石
隈
利
紀
・
田
村
節
子
・
家
近
早
苗
編（
二
〇
二
三
）

　
『
や
さ
し
く
わ
か
る

　
生
徒
指
導
提
要
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』 

明
治
図
書

⑶

　
石
隈
利
紀
・
八
並
光
俊
監
修
、 

山
口
豊
一
・
家
近
早
苗
・
田
村
節
子
・
中
井
大
介
・
水
野
治

久
編（
二
〇
二
四
）

　
『
学
校
心
理
学
が
提
案
！
こ
れ
か
ら
の
生
徒
指
導
』 

ほ
ん
の
森
出
版

現行学習指導要領 育成すべき3つの資質・能力
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同
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正
解
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の
脱
却
」を
掘
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在
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特
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活
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目
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し
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を
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団
）と
し
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の
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に
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い
く
、
と
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強
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を
最
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限
に
生
か
し
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い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。」（
十
六
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）と
、
今
回
の
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問
と
同
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の
指
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を
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て
い
ま
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た
、こ
の
両
者
は
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や
不
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上
の
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ま
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困
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来
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創
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手
と
な
り
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課
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解
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ど
を
通
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て
、
持
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可
能
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社
会

を
維
持
・
発
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せ
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く
こ
と
」が
求
め
ら
れ
、
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で
は
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主
体
性
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創
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記
や
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教
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弊
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し
、

同
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は
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異
質
な
も
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と
の
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合
こ
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が
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シ
ョ
ン
を
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み
出
す
と
の
発
想

の
下
、
多
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な
才
能
・
能
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を
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か
す
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を

行
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こ
と
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十
四
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今

後
重
要
と
な
る
こ
と
を
指
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し
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い
ま
す
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で
は
、
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供
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ち
の
多
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性
・
創
造
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大

切
に
し
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形
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参
画
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態
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成
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価
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造
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教
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を
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の
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の
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・

特
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動
を
含
む
教
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外
の
学
習
で
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り
、
生

徒
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だ
と
思
い
ま
す
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次
項
の
図
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は
、
現
行
学
習
指
導
要
領
で
の

育
成
す
べ
き
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つ
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資
質
・
能
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と
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を
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外
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及
び
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で
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れ
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の
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は
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目
に
は
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な
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に

向
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に
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。

　
換
言
す
れ
ば
、
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は
非
認
知
的
能
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と
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ば
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る
能
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で
す
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は
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成
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与
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共
生
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の
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と
な
る
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性
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す
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意
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で
は
、
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活
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提
要
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令
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四
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）

で
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た
発
達
支
持
的
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要
だ
と
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え
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、
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不
易
の
教
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す
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用
文
献
】
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〇
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日
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校
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築
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、
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日本の自治活動は学校での自治的活動が基盤にあります 
 

阪神・淡路大震災や東日本大震災の際、災害時に起こりやす

い商店からの略奪や支援物資の奪い合いなどは生じず、列に並

んで給水を待ったり（写真１）、避難所となった体育館で役割分担

を決めて助け合う人々の姿が見られました。これらの様子は海外

からは、「商店の襲撃や救援物資の奪い合いは全く見られず、市

民が苦境に耐えていることに感動する」（注１）等と驚きをもって受

け止められました。            

また、サッカーのワールドカップでは、日本人サポーターが観戦

のあと、観客席を清掃して帰ることが、各国のメディアにより称賛を

もって報道されました。例えば、2022 年の大会では、カタールの

衛星放送局アルジャジーラが、スタジアムで日本人サポーターがゴミ拾いをする様子と、日本人サポーターが

「これは私たちにとって普通のこと。トイレを使ったら自分で掃除するし、部屋を出るときはきれいにする。それ

が習慣」とインタビューに答えている様子を放映しました（注２）。私たちは、毎日の清掃活動において「自分

達の使った場所は自分達できれいにする」ということ、また遠足にいったときは「来た時よりも美しく」してから

帰るということが身についているのでしょう。 

左の図は、前回の学習指導

要領改訂の際に、特別活動

WG で議論された、特別活動

と社会とのつながりを示す図

です（注３）。特別活動に含ま

れる児童会活動・生徒会活

動、クラブ活動は地域社会の

自治的な活動の基盤となり、

また、特別活動の経験はわた

したちの習慣を作り出します。 

 

特別活動は日本社会の土台を作る大切な活動なのです 

 

特活通信 
2025 年 6 月 25 日 第 8号 

発行 日本特別活動学会 

会長 安井一郎（獨協大学） 

文責 山田真紀（椙山女学園大学） 

 

 

TOKKATSU 

断水の為、給水に並ぶ笠間市民。出典：Yahoo! 

JAPAN 東日本大震災 写真保存プロジェクト 

 

注１） ニューヨーク・タイムズ紙のコラムニスト、ニコラス・D・クリストフ氏の 1995 年 1 月 22 日付の記事より 

注２）https://www.aljazeera.com/sports/2022/11/24/japanese-fans-win-praise-for- 

stadium-cleaning-at-world-cup-2022?utm_source=chatgpt.com 

注３）文部科学省特別活動 WG 平成 28 年 6 月 22 日資料より 

 



 

 

 

 

 

 

特別活動は発達支持的生徒指導の実践の要です 
 

令和 4年 12月に新しい生徒指導提要が公

表されました。なかでも注目すべきは生徒指導の

重層的支援構造。その土台となる発達支持的生

徒指導は、すべての子ども達を対象とし、子ども

達の健全な発達を支援することで、結果的にいじ

めや不登校などの困難課題が起きにくくなりま

す。そして、発達支持的生徒指導の実践の要とな

るのは特別活動です。生徒指導提要にも「生徒

指導の充実を図るためには、学校全体の共通理

解と取組が不可欠であり、生徒指導が学校全体として

組織的、計画的に行われていくことが求められます。そ

の中でも、特別活動は、各教科等の時間以上に生徒指導の機能が作用していると捉えることができます（60

頁）」と記されています。 

特別活動は、子どもが自分たちで考えたり協力したりする場面が豊富にあります。係活動、学級会、学校行

事、クラブ活動、異年齢交流活動などは、生徒指導で重視する「人間関係形成」「自己理解」「自己決定」

「社会的スキル習得」を体験的に学ぶ機会です。したがって、特別活動は、発達支持的生徒指導の基盤を充

実させる教育活動であり、生徒指導の重層的支援構造全体を支える重要な手段となるのです。 

特別活動の充実している学校では生徒指導上の

課題が少なくなることは、多くの学校の実践事例や

先行研究をみれば明らかです。例えば図２は特別

活動に熱心に取り組んだ都内の小学校の子ども達

の変化を示したグラフです。3 年間の特別活動の充

実のなかで、子ども達の規範意識が有意に高まっ

ていること、そして「学校にいくのは楽しい」と答える

子ども達の割合も増加していることが見て取れま

す。当時の校長先生によると、不登校児童は激減

し、学級崩壊はなくなり、いじめなどの児童間のトラ

ブルも激減したということです。 

 

特別活動を通して、安心・安全な学校生活を創りましょう 
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図１ 生徒指導の重層的支援構造 

出典：生徒指導提要（令和 4年 12月）19頁より 
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図２ 東京都N小学校の児童の変化
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